
熱い思いで生徒、クラス、学年の心を揺さぶる！　生きたデータの徹底活用

２年生２学期、「中間層」に
前を向かせるための意識付け
時期の特徴

指導のポイント

生徒ごとの「差」が顕在化する時期。進路が実現できるのか不安を感じて苦手科目

を「捨てる」といった諦めの気持ちに陥る生徒が出始める。

夏休みに計画通りの学習が出来ず焦りを感じ、希望進路も漠然としている生徒を中

間層と定め、クラスの大半を占めるそれらの生徒を引き上げる手立てを具体化する。

◎部活動や課外活動の中心となり、一見充実した日々
を送る２年生だが、実際は大半の生徒が夏休みに思っ
た通りの学習が出来ず、志望校も漠然としており、焦
りを感じている状態だ。この状態のままにしてしまう
と、部活動を辞めたり、苦手科目を「捨て」たりと諦
めの心理になりがちだ。図１のアンケートによって、
目に見える学力とは異なる指標でどの生徒が中間層に
位置するのかを把握し、教師の手立てが必要なそれら
の生徒をこの時期の中間層と定め、指導を行う。

◎この時期、焦りを感じている生徒には、自己肯定感
をバネにした指導が重要だ。生徒の「得意」を把握す
ることで、心の支えを作りたい。そこで、図２の「得意」
把握シートでまず生徒自身に得意だと感じることを記
入させる。その後、担任が見た生徒像を記入し、生徒
が気付いていない長所も漏らさずに言語化する。更に、
進路志望検討会などの場を利用して、教科担任など複
数の教師の目で生徒自身が気付かない得意分野を探っ
ていく。学年団が生徒一人ひとりを下支えしていくこ
とで、個々の生徒が前向きになり、３年生に向けて「団
体戦」の雰囲気がつくられる。
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データを用いた指導の流れ

1
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中間層に
位置する生徒を
把握する
図１

生徒の
「得意」を活用し、
中間層に
前を向かせる
図２

※このコーナーは、高校の先生方との検討会を経て制作しております。

STEP 4

◎図１を用いて、各生
徒のモチベーションを
把握する。焦りや危機
感を巻き返しの意欲と
捉える

◎生徒の「得意」を図
２で把握する。生徒の
記述だけでなく、担任
や教科担当が気付いた
生徒の特長も記入する

◎進路志望検討会など
において複数の目で生
徒を分析し、得意なこ
とを生かした具体的な
指導について話し合う

◎「得意」を意識した
声掛けで生徒の意欲を
高め、学習、生活に対
して前向きな気持ちに
する
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　「数学が出来るので国公立理系」「理科が
苦手なので私立文系」といった、パターン
化された進路選択に生徒がとどまらないよ
うに気を付けたい。教師、生徒共に、この
ような単純なパターン化で進路を決めがち
だが、「出来る、出来ない」ではなく、あ
くまで重要なのは「何をしたいか」である。
現状の成績にとらわれ過ぎず、まずは自分
の目標を語れるように指導する。

　学習に対する諦めが強く、モチベーショ
ンがなかなか上がらない生徒もいる。その
ような生徒には面談で「どの科目の授業が
一番眠くならないか」「眠い中、それでも
家で教科書を開くならどの科目か」など得
意なことに関する質問のハードルを下げて
みる。どの生徒にも必ず支えとなる「得意」
があると信じて生徒の言葉を引き出し、そ
れを伸ばしていくための個別指導が重要だ。

　一人の生徒を多角的に評価する進路志望
検討会では、出来るだけ多くの教師による
生徒分析が行われることが望ましい。そこ
で、学年にかかわる全教員に用紙を渡し、
授業への集中力が高まっている生徒や成績
が伸びつつある生徒など、授業で気が付い
たことを、とくにプラスの観点から書いて
もらう。回収した用紙は検討会で共有し、
欠席した教師には後日回覧する。

パターン化しない
進路への深い理解が大切

様々な視点を投げ掛けて
「得意」を掘り下げる

現場からのアドバイス〈プラスαの指導〉

複数の手段で
生徒情報を広く集める

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、小誌ウェブサイトからダウンロードできます。
http://benesse.jp/berd/　→HOME＞情報誌ライブラリ（高校向け）＞生徒指導・進路指導ツール集

図１ 生徒のモチベーションを測るアンケート

図２ 焦りを前向きな力に転換する生徒の「得意」把握シート

・勉強していて楽しい科目

・今後、一番成績が伸ばせそうな科目

・成績が落ちることがなさそうな科目

・部活動や課外活動で楽しんでいること

・家に帰って、一番楽しいと思える時間は何をしているとき？

・家に帰って、一番落ち着く時間は何をしているとき？

こちら側は記入しないこと（担任記述欄）２年（　）組（　　）番　／　名前（　　　　　　　）

上位層　モチベーションが高
く、夏休み中も継続して学習
や部活動が出来た生徒。
中間層　学習や部活動でうま
くいかないことがあり、焦り
を感じることが出来る（まだ
諦めてない）生徒。
下位層　モチベーションが低
く、学習や部活動への取り組
みが停滞し、それに対して焦
りも感じていない（自分自身
を否定的に捉え始めた）生徒。

夏休みは予定通り学習できた

２学期は勉強を頑張ろうと思っている

２学期になって立てた学習計画は

学習がうまく進まず焦りを感じることがある

夏休み中、部活動や課外活動などに熱中できた

２学期からの部活動や課外活動の計画は

部活動や課外活動がうまくいかず焦りを感じることがある とても たまに ない

継続中 崩れそう 崩れた
（立てていない）

とても まあ ない

とても たまに ない

継続中 崩れそう 崩れた
（立てていない）

とても まあ ない

とても まあ ない

学
習
に
つ
い
て

学
習
以
外
に
つ
い
て

こちら側のスペースは、生徒
から回収した後、担任が気付
いたこと（生徒の自己分析と
は異なる担任の評価など）を
記入する。また、部活動顧問
や教科担当にも意見を求め、
記入し、面談や声かけに生かす。
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◎中間層の中には、部活動には熱心に取り組むが学習
に気持ちが向いていない生徒も多い。顧問の協力を得
て、部活動を活用したモチベーションの引き上げを図
りたい。図３を利用して、それぞれの部の２年生に、
学年目標としている学習時間を達成するための週間計
画を立てさせる。普段から共通の目標で頑張る仲間と、
学習面でも同じ目標を掲げさせることで、生徒を前向
きにさせたい。学習時間だけでなく、模試成績で共通
の目標を立てたり、顧問や部長からの応援の言葉を書
き込んだりし、皆で一緒に頑張る雰囲気を大切にする。

◎各生徒の進路観を醸成し、学習意欲を高めるため、
保護者との対話も促していく。だがこの時期に、「進
路について家で話し合ってきなさい」と漠然と呼び掛
けても、対話はなかなか生まれない。これまでの面談
や図２、進路志望検討会などで得られた生徒情報を基
に「担任の私はキミの志望をこう理解しているが相違
ないか」と出来るだけ具体的に提示する。生徒や保護
者にとって担任による生徒への理解は信頼感につなが
り、仮に担任の理解と生徒の志望に齟齬があっても、
それは生徒と保護者、担任が話し合っていく「スター
ト」として機能する。
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データ活用の流れ
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部活動での
一体感を活用し
学習時間、学力を
引き上げる
図３

検討会の議論を
生徒・保護者に
フィードバック
図４

STEP 4

◎学年団で部活動と保
護者を巻き込んだ意欲
の底上げの重要性を確
認する

◎部活動顧問に呼び掛
けて、部活動と学習を
両立する学年団の形成
を目指す。各部活動単
位で学習計画の目標を
立案させる（図３）

◎３者面談の前に生
徒・保護者に対して進
路面で検討しておいて
欲しい事項を示す（図
４）

◎図３の学習計画の達
成状況と図４の面談事
前準備シートを基に、
３者面談を行う
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http://benesse.jp/berd/
クリック！

ＨＯＭＥ→情報誌ライブラリ（高校向け）→
生徒指導・進路指導ツール集でご覧ください

加工可能な資料が
ダウンロードできます！

生きたデータの徹底活用
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　部活動で学習計画を立てさせた際には、
その計画を実現するための工夫や考え方も
併せて紹介し、生徒をサポートしたい。例
えば「学習時間は週単位で考え、勉強で
きない日があれば、他の日でまかなう」な
どが考えられる。更に、通学中や休み時間
など、いわゆる隙間時間の学習もストップ
ウォッチで計測し、カウントする。ゲーム
感覚で、隙間時間の積み重ねが体感できる。

　２学期の学習計画上、11月の模試は重
要だ。これに向けて７月の模試の復習をし
ながら、基礎を固めさせることになる。模
試の復習への意欲を高める一つの手法とし
て、誤答が多かった模試の問題を、定期テ
ストで出題することが考えられる。模試を
見直す習慣が付いていない層にはとくに有
効だろう。また、模試の見直しノートにつ
いても、見本を見せながら再度説明したい。

　２年生２学期の学校行事は、生徒にとっ
て高校生活の質を左右する重要なイベント
ばかりだ。行事中はその他のことを忘れて
思う存分楽しむべきだが、その後は速やか
に切り替えさせたい。行事が終わった直後
の遅刻や私語には厳しく指導し、「次の目
標に切り替えられないようでは、当校の生
徒とは言えない」など、高校生として「あ
るべき意識」を持たせる。

ストップウォッチで
隙間時間の重要性を体感

誤答が多い模試問題を
定期テストに組み込む

現場からのアドバイス〈プラスαの指導〉

行事の後の
切り替えを徹底する

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、小誌ウェブサイトからダウンロードできます。
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図３ 部活動ごとの学習時間計画表

図４ 保護者に対する面談事前準備シート

学習時間計5:00 7:00 23:0021:0019:0017:00
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部活動名

１週間の学習時間の合計

記入例

■部活動と学習の時間を記入しましょう

■面談の前に次の内容について、まず自分で考えて、そして保護者の方と相談しましょう。その上で面談に臨んでください。

２年（　）組（　）番／名前（　　　　　　　　　）　保護者署名（　　　　　　　　　）

■上記の目標をみんなで達成するための決意を書こう ■顧問の先生からの応援メッセージ

目標

4
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